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令和４年度の全国及び埼玉県「学力・学習状況調査」の結果について 

 

寒冷の候、保護者の皆様にはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

さて、本年５月に実施いたしました「全国学力学習状況調査」及び「埼玉県学力・学習

状況調査」の本校児童の結果について分析を行い、学力向上のための取組をまとめました

ので、以下の通りお知らせします。 

記 

１ 調査の目的・内容 

（１）全国学力・学習状況調査（対象：第６学年） 

【目 的】文部科学省が、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握分析し、教育施策の成

果と課題を検証し、その改善を図ることや、学校における児童生徒への教育指導

の充実や学習状況の改善策に役立てる。 

【内 容】・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活

において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・

技能等 

     ・知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための

構想を立て実践し、評価・改善する力等に係る内容等 

     ・生活習慣等についての質問 

（２）埼玉県学力・学習状況調査（対象：第４学年、第５学年、第６学年） 

【目 的】「学習した内容がしっかりと身に付いているか」という視点とともに、「一人一人

の学力がどれだけ伸びているのか」という視点を加えて、子どもたち一人一人

の学びや成長の姿を明らかにするとともに、子どもたちの学力の伸びを経年の

調査結果から把握する。 

【内 容】国語・算数・生活習慣等についての質問 

 

２ 調査結果（それぞれの調査結果を踏まえたもの） 

【よい点】〇国語では、「話すこと・聞くこと・書くこと」についての項目で大きな伸びが

見られます。 

     〇算数では、「記述式の問題」に対しての正答率に伸びが見られます。 

     〇「登校時刻や授業開始の時刻を守ることができている」と考えている児童の割

合が高くなっています。 



【課 題】●国語では、「文章の構成を理解する」の項目をさらに身に付けていく必要があ

ります。 

     ●算数では、「データの活用」の項目をさらに身に付けていく必要があります。 

     ●「進んであいさつをする」ができていると考えている児童の割合が低くなって

います。 

３ 取組 ☆国語では、言語感覚を働かせ、正確に理解したことをもとに、自分の考えを適

切に表せるよう、昨年度に引き続き語彙を豊かにする学習を継続しています。

また、単元の見通しをもてる導入の工夫や、「書く」活動の充実を全学年で取

り組んでいます。 

     ☆算数では、課題解決のための自力解決の時間を確保し、自分なりの考えを書く

活動に重点をおき、個に応じたきめ細かな指導を継続していきます。 

     ☆朝自習において、国語と算数で課題の見られた内容について取り組みます。 

     ☆あいさつを進んでできる児童の育成のため、校内ではもちろんのこと、登下校

の際もあいさつができるように指導を行っていきます。 

 

学力の伸長や定着には、学校と家庭の連携が大切です。ぜひ、ご家庭でも１学期に配付した

「家庭学習の手引き」を参考にお子さんが進んで学習できるよう励ましをお願いします。 

※「家庭学習の手引き」は HPからダウンロードできます。 


